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■ 社 名 株式会社 京 写

■ 代表者 代表取締役社長 児 嶋 一 登

■ 所在地 京都府久世郡久御山町森村東３００

■ 設 立 １９５９年（昭和３４年）２月

■ 上 場 大阪証券取引所 JASDAQ市場 （証券コード：６８３７）

■ 資本金 １，１０２百万円 （発行済株式数 １４，６２４，０００株）

■ 事業内容 プリント配線板及び実装搬送治具の製造販売

■ 主要製品 片面プリント配線板、両面プリント配線板、多層プリント配線板

ＰALAP（次世代多層基板）、部品実装、実装治具、搬送治具

■ 従業員数 連結 １，６４９名 （２０１２年 ９月３０日現在）

■ 主要取引先 家電製品、自動車関連、事務機、映像機器、アミューズメント、電子部品、

音響機器メーカー、他

■ 決算日 ３月３１日

■ 関係会社 連結子会社数 ７社 持分法適用会社 １社 （２０１２年９月３０日現在）

会社概要
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プリント配線板が使用されている主な製品

◆電気を使用する製品にはすべてプリント配線板が使用されています。
製品イメージ

※上記写真については、一般的にプリント配線板が使用されている製品例を示したものです。

LED照明
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片面板片面板

銀ｽﾙｰﾎｰﾙ基板

両面板

多層板

ﾋﾞﾙﾄﾞｱｯﾌﾟ基板

（ＰＡＬＡＰ基板）

プリント配線板の種類と主な用途

ﾌﾟﾘﾝﾄ配線板の種類

◆パソコン

◆ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ機器（ﾊﾟﾁﾝｺ・ｹﾞｰﾑ機）

◆自動車

◆家電製品
テレビ・ＤＶＤ・ＬＥＤ照明機器
エアコン・洗濯機・冷蔵庫等

主な用途説 明

◆半導体

◆通信機器（スマートフォン等）

◆精密機器（デジタルカメラ）

◆事務機（複写機、ﾌﾟﾘﾝﾀｰ等）片面のみに導体パターンを構成
するプリント配線板です

両面に導体パターンを構成する
プリント配線板です（銅メッキに
より両面を導通させています）

両面板の一種です（銀ﾍﾟｰｽﾄで
両面を導通させています）

両面にだけでなく内部にも導体
パターンを構成するプリント配
線板です

ビルドアップ基板は多層板の一種で
すが、配線を微細化した高密度多層
プリント配線板です（PALAP基板は
次世代の多層プリント配線板です）

ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ、ﾈｯﾄﾜｰｸ機器など
の各種ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ周辺機器出

荷
量
（㎡
）

少

多多

京
写
の
得
意
分
野

◆家電製品
ｵｰﾃﾞｨｵ・通信機器等（家庭用電話機）

価
格

高

低低
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その他

14.4%
片面プ

リント

配線

板

53.3%

両面プ

リント

配線

板

32.3%

事 業 内 容

連結売上高 161億円（2012年3月期）

◆当社はプリント配線板及びこれに付随する電子部品等の

製造・販売を主要な事業としています

◎その他

プリント配線板の生産に
必要な付帯品の回路設
計、金型、検査治具と
プリント配線板に部品を
実装するツールのメタル
マスクや搬送治具、そし
て部品実装事業です。

◎両面プリント配線板

両面に導体パターンを構成するプリント配線
板です。主に、家電製品や自動車関係、ｱﾐｭ
ｰｽﾞﾒﾝﾄ機器、各種電子機器等の製品に用い
られています。

◎片面プリント配線板

片面のみに導体パターンを構成
するプリント配線板です。主に、
照明機器、エアコン、冷蔵庫等の
家電製品に用いられています。
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京写連結マップ
中国グループ

北米

●

●

●
●●

●

●

●

●

国内グループ

東南アジア

※連結子会社数 ７社 持分法適用会社 １社 （2012年9月30日現在）

●

●

●

12月連結95.00％京写広州

12月連結100.00％京写香港

12月持分法35.00％ﾌﾟﾛｾｽ･ﾗﾎﾞ・ﾐｸﾛﾝ（蘇州）

決算期種類株式所有割合名 称

3月連結95.54％京写ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

12月連結99.99％京写ﾀｲﾗﾝﾄﾞ

決算期種類株式所有割合名 称

12月連結100.00％京写ﾉｰｽｱﾒﾘｶ

決算期種類株式所有割合名 称

九州工場

京写広州

京写ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

連結

連結

―

種類

1月100.00%三和電子

1月51.00%京写ﾌﾟﾛｾｽ・ﾗﾎﾞ・ﾐｸﾛﾝ

3月―京 写

決算期株式所有割合名 称

新潟工場

●

京都本社 京写ﾌﾟﾛｾｽ・ﾗﾎﾞ・ﾐｸﾛﾝ

三和電子
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京写グループの生産能力

◆片面プリント配線板

東京ドーム面積
46,755㎡

月産、東京ドーム建築面積約１０個分

年間１２８個分の面積に相当

片面板世界Ｎｏ.１の生産量

生産能力/月産生産拠点

180,000㎡インドネシア工場

500,000㎡合計

240,000㎡中国工場

80,000㎡九州工場

15,000㎡新潟工場

生産能力/月産生産拠点

70,000㎡合計

40,000㎡中国工場（銀ｽﾙ）

15,000㎡京都工場

◆両面プリント配線板



Ⅱ. ２０１３年３月期 第２四半期
決算概要
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２０１３年３月期 第２四半期業績サマリー

 （単位：百万円）

連結
前期実績

（2011年9月）
当期実績

（2012年9月）
増減額 前期比

売上高 7,505 7,868 363 104.8%
営業利益 186 361 175 194.5%
経常利益 231 416 184 179.7%
当期利益 170 284 113 166.3%
営業利益率 2.5% 4.6%

（単位：円）

為替ﾚｰﾄ(US$) 79.82 79.41 △0.41

           (HK$) 10.54 10.28 △0.26
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四半期毎の業績推移

売上高
百万円

経常利益
百万円
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経常利益の増減前期比較

前期経常利益 売上要因 原価率要因 販管費増減要因 営業外要因 当期経常利益

231

61

150

△36

8 416

△100

0

100

200

300

400

500

百万円

184百万円の増加
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製品別売上高推移

※両面板には一部、多層板と銀ｽﾙｰﾎｰﾙ基板を含んでいます。

4,805
3,621

4,382 4,184 4,020

2,412

1,658
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2,289 2,795

898
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用途別売上高

25.0%

7.2%

23.0%

10.7%
16.9%

17.2%

家電製品
25.8%

自動車
関連

24.5%事務機
15.8%

映像関連
10.6%

ｱﾐｭｰｽﾞ
ﾒﾝﾄ

5.3%

その他
18.0%

11年9月期（前期）内側

12年9月期（当期）外側
■家電製品

ｴｱｺﾝ,照明機器
洗濯機等

■自動車関連
自動車電装品
ｶｰｵｰﾃﾞｨｵ

□事務機
複写機
ﾌﾟﾘﾝﾀｰ

■映像関連
薄型ﾃﾚﾋﾞ
DVD、TVﾁｭｰﾅｰ

■ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ
家庭用ｹﾞｰﾑ機
ﾊﾟﾁﾝｺ・ﾊﾟﾁｽﾛ

■その他
電子部品
音響機器など
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地域別売上高推移
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貸借対照表

（単位：百万円）

前期末
12年3月

当期末
12年9月 増減

前期末
12年3月

当期末
12年9月 増減

流動資産 8,049 7,418 △631 流動負債 6,138 5,621 △517

現預金 3,315 2,891 △424 仕入債務 2,689 2,767 77

売上債権 3,073 3,089 16 短期借入（ﾘｰｽ債務含む） 2,913 2,233 △680

棚卸資産 1,347 1,187 △159 その他流動負債 535 620 84

その他流動資産 313 249 △64 固定負債 1,973 1,534 △438

固定資産 3,409 3,310 △98 長期借入（ﾘｰｽ債務含む） 1,498 1,082 △416

有形固定資産 2,694 2,703 9 その他固定負債 475 452 △23

無形固定資産 18 18 0 純資産 3,346 3,572 225

投資その他資産 696 589 △106 （うち少数株主持分） 128 154 26

資産合計 11,458 10,728 △729 負債･資本合計 11,458 10,728 △729

換算レート（円）
前期末

12年3月

当期末

12年9月
増減

US$ 82.19 77 .60 △4.59

HK$ 10.00 10 .22 0.22
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キャッシュ・フロー計算書

△90

2,204

△83
△254

901

△1,167

2,681

△171

△1,500

△1,000

△500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000
11年9月期

12年9月期

百万円

＜特記事項＞

営業活動C/F 901百万円

税引前利益 415百万円

減価償却費 221百万円

売上債権の増加 △16百万円

たな卸資産の減少 151百万円

仕入債務の増加 16百万円

投資活動C/F              △171百万円

有形固定資産の取得 △160百万円

国内：生産性及び環境改善投資

海外：省人化及び生産性向上投資

財務活動C/F △1,167百万円

短期借入金純増加 △724百万円

長期借入金約定返済 △362百万円

配当金の支払額 △64百万円

営業活動C/F 投資活動C/F 財務活動C/F キャッシュ残



Ⅲ．２０１３年３月期 業績予想
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2013年3月期 業績予想

（単位：百万円）

（参考）

通期 前期比 前期実績

売上高 16,700 103.4% 16,156

営業利益 850 118.7% 716

経常利益 850 106.8% 796

当期利益 620 101.0% 614

連結
業績予想 (2013年3月期)

利益
百万円

売上高
百万円
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業績見通しについて

この資料には株式会社京写の将来の計画や戦略、業績に関する予想及び見通しの記述が含ま

れています。これらの記述は過去の事実ではなく、当社が現時点で把握可能な情報から判断した

仮定及び所信にもとづく見込みです。

また経済動向、市場需要、為替レート、税制や諸制度等に関わるリスクや不確実性も多分に含

んでいます。それゆえ実際の業績は当社の見込とは異なるかもしれない事をご承知おき下さい。


